
「川に学ぶ体験活動協議会」活動紹介
NPO 法人川に学ぶ体験活動協議会　事務局長　大井　里美

川に学ぶ体験活動協議会（略称RAC）は、「川の
指導者」の育成や様々な活動を通じて川と人々との
関係をより深いものにしていくことを目的として、
平成12年9月に設立され、令和3年8月現在全国の
約100団体によって構成されています。

コロナ禍の中、昨年、今年と思うように川での活
動をすることができませんでした。このような状況
下で密を避けてキャンプをする人が多く、子どもた
ちなどが川で事故にあうケースが増えています。水
辺の安全を守る他団体と協力をして水辺ではライ
フジャケットを着ることなどの啓発活動として水
辺の安全ネットワーク会議などに参加をしてライ
フジャケットの大切さを発表しました。また、消費
者庁の「子どもの事故防止週間」にもRAC認定『川
育ライフジャケット』の展示など協力をしました。

水辺で遊ぶ時にはぜひ、命を守るためのライフ
ジャケットの着用を推奨いたしま
す。近隣の大型スポーツ用品店、
大型ショッピングモール、もちろ
ん当法人で簡単に購入することが
できます。

今回も今後の活動報告及び取組
についてご紹介致します。

【川の安全管理動画について】
RAC会員団体から川の安全管理動画の配信につ

いて案内がありました。今年の夏もコロナ禍、猛暑
で子どもたちは遊ぶところもなく、キャンプ場の川
や水辺で遊ぶことが多くなっています。最近は9月
に入ってもまだまだ暑さが続きます。自分や大切な
人の命を危険に晒さないよう、是非、親子、もちろ
ん大人の方々も川の安全管理動画を見て、危険箇所
の確認、危険行為などについて確認してから水辺で
遊んで欲しいです。水辺の安全や水遊びのご相談に
ついては、RAC事務局までお問合せください。

【YouTube】
https://www.youtube.com/playlist?list=PLwmZ0SX
BEkSawEjwz-4jNW8pdaMlB-qN

【見て、触れて、学び、考える東京 SDGs】

JTB 及び東京観光財団と一緒に東京都での国際環
境会議

開催時に、参加する委員の方々のエクスカーショ
ンとして、旧中川から北十間川を経てスカイツリー
に行くエコツアーがメニューに掲載されました。E
ボートという手漕ぎのボートで川のプラスチック
ボトルの回収などができるツアーです。コロナ禍で
まだまだ国際会議が開催できるのは先だと思いま
す。東京観光財団のHPにも掲載され、東京都から
も記者発表もされました。下記のアドレスの「東京
SDGs体験コンテンツガイド」からご確認ください。
https://businesseventstokyo.org/ja/resources/

これらの活動を通じ、川のリスクと危険回避の方
法が普及され、川での体験活動の機会が増え、川と
人が共存できる「川に学ぶ社会」へ近づくことが出
来れば幸いです。

《NPO 法人川に学ぶ体験活動協議会》
東京都北区田端 1-11-1 勘五郎ビル 104
TEL:03-5832-9841　FAX:03-6893-2642
http://www.rac.gr.jp 
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そ夜
も
今こ
よ
ひ夜
も

朝
起
き
て
カ
ー
テ
ン
を
開
け
た
と
き
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
小
さ
な
変
化
に
気
付
く
こ
と
が
あ

る
。
昨
日
ま
で
確
か
に
無
か
っ
た
の
に
、
一
輪
の
花
が
咲
い
て
い
る
。
数
日
前
か
ら
つ
ぼ
み

を
膨
ら
ま
せ
、
期
待
を
募
ら
せ
て
く
れ
る
鉢
も
あ
る
が
、
こ
う
し
て
突
然
驚
か
せ
る
花
も
あ

る
。
ベ
ラ
ン
ダ
に
花
が
咲
い
た
日
は
、
良
い
こ
と
が
起
こ
る
日
と
勝
手
に
決
め
て
い
る
。
そ

の
こ
と
も
あ
り
、
本
当
に
う
れ
し
い
。
暑
く
て
風
が
強
く
て
過
酷
な
こ
の
地
で
よ
く
ぞ
育
っ

て
く
れ
た
と
い
う
感
謝
も
あ
る
。（
実
は
、
生
き
ら
れ
る
植
物
だ
け
が
枯
れ
ず
に
育
っ
た
と

い
う
方
が
正
し
い
。）
辛
い
こ
と
が
続
い
た
日
も
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
花
は
「
充
分
が
ん
ば
っ
て

る
ね
」「
見
て
い
る
よ
」と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
凛
と
咲
く
姿
に
は
何
と
も
憧
れ
る
。

だ
か
ら
あ
と
少
し
、
前
に
進
め
る
気
が
し
て
く
る
。

歌
の
「
う
ち
日
さ
つ
」
は
、「
う
ち
日
さ
す
」
と
同
じ
で
、「
宮
」
に
冠
す
る
枕
詞
で
あ
る
。

「
貌
花
（
か
ほ
ば
な
）」
の
現
代
名
に
つ
い
て
は
、ア
サ
ガ
オ
、オ
モ
ダ
カ
な
ど
の
説
も
あ
る
が
、

ヒ
ル
ガ
オ
が
有
力
と
さ
れ
て
い
る
。
巻
第
十
の
二
二
八
八
番
歌
に
あ
る
「
貌
花
」
は
石
橋
の

間
に
生
え
て
お
り
、
い
ず
れ
も
川
の
そ
ば
に
生
え
る
と
す
る
と
、「
か
ほ
よ
草
」
と
い
う
異

名
が
あ
る
カ
キ
ツ
バ
タ
で
は
な
い
か
と
す
る
説
も
あ
る
。
万
葉
集
の
中
で
「
カ
ホ
バ
ナ
」
は
、

四
首
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
同
じ
花
か
異
な
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
可
憐
に
咲
く
花
が
、
愛
し
い
人
を
想
い
起
こ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。「
光
り
輝
く
宮
の
瀬

川
の
淵
に
咲
く
昼
顔
が
、
夜
は
静
か
に
花
を
閉
じ
て
眠
る
よ
う
に
、
あ
の
子
は
私
を
慕
い

な
が
ら
寝
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
昨
夜
も
今
夜
も
。」
花
を
昼
顔
と
見
る
と
、
日
中
に
は
薄
紅

の
花
を
い
っ
ぱ
い
に
開
い
て
、
夜
に
は
眠
る
よ
う
に
小
さ
く
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
。
そ
の
姿
に

心
ひ
か
れ
て
詠
ま
れ
た
歌
は
、
こ
の
宮
の
瀬
川
の
人
々
に
愛
さ
れ
歌
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
咲
い
た
時
の
美
し
さ
を
詠
む
だ
け
で
は
な
く
、
昼
と
正
反
対
の
一
日

で
し
ぼ
む
姿
ま
で
い
と
お
し
む
感
じ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
前
後
の
歌
は
、
紫
草
、
朝
顔
、

薄す
す
き穂

、
藤
な
ど
の
植
物
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
配
置
も
興
味
深
い
。
宮
の
瀬
川
の
位
置

は
不
明
だ
が
、
長
野
県
諏
訪
市
を
流
れ
る
宮
川
か
と
い
う
説
が
あ
る
。
写
真
は
、
長
野
県

茅
野
市
西
茅
野
の
西
茅
野
大
橋
か
ら
宮
川
を
望
ん
で
い
る
。
川
の
流
れ
と
、
そ
こ
に
生
き

る
動
物
・
植
物
が
織
り
な
す
物
語
を
、
人
は
万
葉
の
昔
か
ら
歌
と
し
て
語
り
継
い
で
い
る
。

川
に
桜
の
花
び
ら
が
舞
い
散
り
流
れ
る
。
紅
葉
が
流
れ
に
踊
り
、
下
っ
て
い
く
。
河
原
一

面
に
菜
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
。
四
季
折
々
の
川
と
花
の
物
語
が
あ
る
。
見
る
人
が
笑
顔
に

な
る
。
そ
れ
だ
け
で
、
今
日
は
い
い
日
だ
。

（
巻
第
十
四　

三
五
〇
五
番
歌
）
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長野県茅野市西茅野大橋より宮川を望む
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